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特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
一
年
七
月
六
日

参
議
院
国
土
・
環
境
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

本
法
に
お
け
る
都
道
府
県
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
都
道
府
県
と
の
連
携
を
強
化
し
、
届
出
・
受
付
事
務
が
円
滑
か
つ
的
確
に
行
わ
れ

る
よ
う
体
制
整
備
を
図
り
、
技
術
的
な
指
導
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
人
材
の
育
成
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
。

二

対
象
物
質
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
内
分
泌
攪
乱
作
用
な
ど
化
学
物
質
排
出
の
環
境
へ
の
影
響
を
未
然
に
防
止
す
る
と
い
う
衆
議
院
修
正
の
趣
旨
を
十

分
に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
広
く
関
係
者
か
ら
の
意
見
を
聴
取
す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
に
沿
っ
た
方
法
と
す
る
こ
と
。

三

化
学
物
質
排
出
の
環
境
へ
の
影
響
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
排
出
量
等
を
適
切
に
把
握
で
き
る
よ
う
届
出
対
象
事
業
者
等
の
種
類
、
範
囲
を
定

め
る
こ
と
。

特
に
、
有
害
性
の
強
い
指
定
化
学
物
質
に
つ
い
て
は
、
含
有
率
や
取
扱
量
の
下
限
を
小
さ
く
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

四

非
点
源
か
ら
の
排
出
量
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
基
礎
と
な
る
資
料
に
つ
い
て
関
係
省
庁
、
事
業
者
団
体
等
の
積
極
的
な
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、

移
動
体
の
種
類
ご
と
の
内
訳
が
わ
か
る
よ
う
に
推
計
量
を
算
出
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
推
計
の
資
料
、
推
計
式
な
ど
を
都
道
府
県
に
提
供
す
る
と
と
も
に
公
開
し
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
化
学
物
質
環
境
汚
染
対
策
に
資
す
る
こ

と
。
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五

営
業
秘
密
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
諸
外
国
の
実
状
を
勘
案
し
、
厳
格
か
つ
公
正
に
行
う
と
と
も
に
、
環
境
庁
長
官
又
は
都
道
府
県
の
説
明
要
求
に
対

し
て
は
、
事
業
を
所
管
す
る
主
務
大
臣
は
十
分
納
得
で
き
る
説
明
を
行
う
こ
と
。

六

情
報
の
共
有
が
本
制
度
運
用
の
前
提
と
な
る
た
め
、
特
に
大
量
に
請
求
す
る
場
合
を
中
心
に
手
数
料
を
で
き
る
限
り
低
廉
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
の
利
便
性
を
勘
案
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
な
ど
幅
広
い
情
報
提
供
手
段
を
活
用
す
る
こ
と
。


